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皿
聚
２
人
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
参
加

　
内
戦
に
苦
し
む
北
ア
フ
リ
カ
の
ソ
マ
リ
ア
で
自
治
研
修
を
兼
ね
た
国
際
貢
献
を
ー
と
、
岡
山
県
加
茂
川
町
が
職
員
二
人
を

現
地
に
派
遣
す
る
こ
と
に
な
り
、
十
六
日
夕
、
出
発
す
る
。
医
療
活
動
を
進
め
て
い
る
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、

本
部
・
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
の
医
師
ら
と
行
動
を
共
に
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
学
び
、
帰
国
後
は
町
お
こ
し
に
役
立

て
よ
う
と
い
う
プ
ラ
ン
。
自
治
省
は
「
町
職
員
が
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
組
織
）
の
活
動
に
参
加
す
る
の
は
初
め
て
だ
ろ
う
」
と
評
価

し
て
い
る
。
。

　
派
遣
さ
れ
る
の
は
、
町
民
生

課
長
補
佐
の
柳
原
富
美
雄
さ
ん

（
四
已
と
農
業
公
社
係
長
の
石
坂

公
宏
さ
ん
？
ハ
）
。
来
月
一
日
ま

で
北
部
ソ
マ
リ
ア
と
、
難
民
の

流
入
し
て
い
る
隣
国
の
ジ
ブ
チ

を
回
り
、
診
療
助
手
や
医
療
物

資
の
運
搬
を
務
め
る
。

　
同
町
の
片
山
舜
平
町
長
が
過

疎
地
の
医
療
問
題
を
通
し
て
菅

波
代
表
と
知
り
合
っ
た
の
が
き

っ
か
け
。
今
年
二
月
に
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
活
動

を
視
察
し
、
ソ
マ
リ
ア
研
修
を

勧
め
ら
れ
た
。
二
人
に
は
町
の

視
察
・
研
修
費
の
助
成
制
度
を

適
用
し
、
一
人
当
た
り
最
高
額

の
三
十
万
円
を
支
給
す
る
。

　
二
人
は
十
七
日
午
後
、
成
田

空
港
か
ら
ソ
マ
リ
ア
ヘ
向
か
う
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が
、
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
地
方
自
治
体

一

の
橋
渡
し
役
を
し
た
い
」
と
張

り
切
っ
て
い
る
。
片
山
町
長
は

｀
「
発
展
途
上
国
と
過
疎
地
の
医

療
は
取
り
組
み
方
か
似
て
い

る
。
勉
強
を
積
ん
で
、
町
政
に

も
役
立
て
て
欲
し
い
」
と
期
待

し
て
い
る
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
今
年

一
月
か
ら
現
地
で
医
療
活
動
、

今
回
、
新
た
に
医
師
ら
二
人
を

派
遣
す
る
。
苛
波
代
表
は
「
Ｎ

Ｇ
Ｏ
と
自
治
体
が
連
携
し
た
活

動
は
今
後
の
国
際
貢
献
を
考
え

る
上
で
す
ば
ら
し
い
試
み
」
と

歓
迎
し
て
い
る
。

　
加
茂
川
町
は
吉
備
高
原
に
広

が
る
町
で
人
口
六
千
七
百
六
十

六
人
。
職
員
が
住
民
を
訪
れ
て

地
区
の
要
望
を
聞
く
「
出
前
サ

ー
ビ
ス
」
な
ど
過
疎
化
の
克
服

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
学
び
町
お
こ
し
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